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まち  しん

姫
路
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
機
構
で
は
、ひ

と・ま
ち・み
ど
り
が
調
和
し
た
未
来
の
姫
路

を
目
指
し
て
、姫
路
の
ま
ち
で
活
躍
し
て
い

る
人
々
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、姫
路
酒
造
組
合
理
事
長
の
田
中

康
博
さ
ん
に
、お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

姫路酒造組合 理事長

田中 康博さん
田中酒造場 社長

第26回姫
路
城
観
桜
会
・
観
月
会
で
は
、地
酒
が

楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

姫
路
酒
造
組
合
が
三
の
丸
広
場
で
実
施
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、「
市
民
の
饗
宴
」

と
し
て
企
画
さ
れ
、1
9
8
3
年
に
第
１
回

姫
路
城
観
月
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
そ
の
3
年
後
に
姫
路
城
観
桜
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。姫
路
城
観
月
会
は
42
回
を

迎
え
、そ
の
歴
史
は
長
い
も
の
で
す
。

姫
路
酒
造
組
合
は
、姫
路
城
観
桜
会・観
月
会

で「
地
酒
コ
ー
ナ
ー
」を
出
店
し
て
い
ま
す
。

酒
樽
か
ら
盃
や
枡
に
提
供
し
て
お
り
、

来
場
者
の
皆
様
か
ら
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

播
磨
地
域
の
酒
造
り
の
歴
史
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

古
く
は「
播
磨
国
風
土
記
」に
麹
菌
で

醸
し
た
日
本
酒
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
な
ど

「
日
本
酒
の
ふ
る
さ
と
」と
言
わ
れ
て
い
る
地

域
で
す
。ま
さ
に
日
本
の
伝
統
的
な
こ
う
じ

菌
を
使
っ
た
酒
造
り
は
、播
磨
風
土
記
の
庭
田

神
社（
宍
粟
市
）が
は
じ
ま
り
と
考
え
ら
れ
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

姫
路
に
酒
蔵
が
多
い
の
は
、元
々
各
村
の

人
が
歩
く
行
動
範
囲
に
一
軒
ず
つ
酒
蔵
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。当
時
は
、酒
造
り
に
充
て
る

米
が
少
な
か
っ
た
の
で
決
ま
っ
た
場
所
で
し
か

作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、厳
し
い

年
貢
制
度
が
緩
和
さ
れ
た
元
禄
時
代

（
1
6
0
0
年
代
）以
降
か
ら
造
り
酒
屋
が

各
所
で
増
え
て
き
ま
し
た
。

田
中
酒
造
場
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

明
確
に
は
残
っ
て
い
な
い
で
す
が
創
業
は

天
保
6
年（
1
8
3
5
年
）と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
続
く
造
り
酒
屋
は
ど
こ
も
元

庄
屋
で
、多
く
の
行
き
か
う
人
が
集
う
場
所
で

し
た
。田
中
酒
造
場
も
元
庄
屋
で
あ
り
、勝
海

舟
を
は
じ
め
名
だ
た
る
歴
史
の
偉
人
が
休
息

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

田
中
酒
造
場
が
拠
点
を
置
く
姫
路
市
広
畑

は
、そ
の
昔
交
通
の
要
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

広
畑
で
は
３
箇
所
し
か
水
が
出
る
と
こ
ろ
が

無
く
、早
く
か
ら
こ
の
地
に
目
を
つ
け
て
酒
造

り
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

英
賀
保
か
ら
広
畑
ま
で
の一帯
は
田
中
家
が

管
理
し
て
お
り
ま
し
た
が
、農
地
改
革
で
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。曽
祖
父
が
東
京

市
長（
東
京
都
知
事
）を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
御
縁
も
あ
る
出
雲
大
社

の
宮
司
も
務
め
ら
れ
た
千
家
尊
福（
せ
ん
げ
た

か
と
み
）氏
が
逗
留
さ
れ
て
い
た
頃
に
、広
畑
天

満
宮
、英
賀
天
満
宮
な
ど
の
扁
額
を
書
か
れ
、

今
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
レ
が
良
い
と
い
う
意
の
清
酒
で
創
業
以
来

醸
し
続
け
て
い
る「
名
刀
正
宗
」は
、古
く
か
ら

姫
路
城
へ
献
上
さ
れ

て
い
ま
し
た
。姫
路

藩
酒
井
家
第
四
代
藩

主
酒
井
忠
実（
た
だ

み
つ
）公
よ
り
、酒
の

旨
さ
を
高
く
賞
さ

れ
、自
筆
の「
花
氣
随

酒
」と
い
う
篇
額
を

賜
り
ま
し
た
。

日
本
酒
の
可
能
性
は
無
限
大
で
あ
り
、

何
よ
り
魅
力
は
、世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
歴

史
の
深
さ
、長
さ
に
あ
り
ま
す
。古
く
か
ら
、

「
文
化
と
は
歴
史
的
財
産
の
集
積
」と
言
っ
た

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、本
当
に
そ
う
思
い
ま

す
。歴
史
は
維
持
し
、伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
、田
中
酒
造
場
で
は
、今
で
も
石
掛

式
天
秤
搾
り
と
い
う
製
法
を
駆
使
し
て
酒
造

り
を
し
て
い
ま
す
。

播
磨
地
域
の
酒
造
り
の
今
後
の
展
望
や
新
た

な
取
り
組
み
等
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
、日
本
の「
伝
統
的
酒
造
り
」が
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
酒
は
、平
成
25
年
12
月
に
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
和
食
」と
非
常

に
相
性
が
良
く
、ど
ち
ら
も
日
本
の
文
化
と
し

て
海
外
の
方
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
食
の
出
汁
と
日
本
酒
の
う
ま
み
成
分（
ア
ミ
ノ

酸
）が
マ
ッ
チ
し
、相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。

酒
は
百
薬
の
長
と
も
言
わ
れ
ま
す
。昔
は

夏
で
も
燗
酒
を
飲
み
、胃
腸
の
弱
い
方
が
体
調

を
気
遣
っ
て
い
ま
し
た
。お
屠
蘇
も
一
年
間

健
康
に
過
ご
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
と
祈
って
飲

み
ま
す
。

姫
路
城
観
桜
会・観
月
会
な
ど
を
通
し
て
、

そ
の
よ
う
な
伝
統
や
日
本
酒
の
魅
力
を
、多
く

の
方
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
取
材 

八
木・野
村
）

姫路藩酒井家第四代藩主酒井忠実公による
「花氣随酒」の扁額

観月会での地酒コーナーの様子観月会での地酒コーナーの様子
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花と緑のオアシス
手柄山温室植物園のSDGs 

お問い合わせ:手柄山温室植物園 （079）296-4300お問い合わせ:手柄山温室植物園 （079）296-4300

ドーム型の大温室には、熱帯・亜熱帯の植物が、小温室には乾燥
地帯の植物など約１２０科、約１，５００種、約２５，０００株の植物を
展示しています。また季節に応じた展示会も開催しています。

一年中、サギソウが開花する
取り組みをしています。（周年開花）
一年中、サギソウが開花する
取り組みをしています。（周年開花）

サギソウの自生地調査を行っています。サギソウの自生地調査を行っています。
播磨地域の絶滅危惧種などの保存に
取り組んでいます。(蛍カズラ)
播磨地域の絶滅危惧種などの保存に
取り組んでいます。(蛍カズラ)

園内ガイドなど、園芸愛好家が
地域で活躍する場を提供しています。
園内ガイドなど、園芸愛好家が
地域で活躍する場を提供しています。

講習会や環境学習で知識や技術を
還元しています。
講習会や環境学習で知識や技術を
還元しています。

植栽管理など、市民ボランティアの
受け入れを行っています。
植栽管理など、市民ボランティアの
受け入れを行っています。
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。

姫
路
城
観
桜
会・観
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酒
の
作
り
方

①
温
か
い
湧
水
が
あ
る

②
干
し
た
米（
保
存
す
る
た
め
）

を
食
べ
る
た
め
に
ふ
や
か
す

③
供
え
る

④
空
気
中
の
菌（
こ
う
じ
菌
）が
つ
く

⑤
お
酒
と
な
る

醪（もろみ）を取る最古の方法である伝統的な
「石掛式天秤搾り」  ３日間かけて絞る
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「ぶらっと♪まちナビ」  毎週金曜日 12：00～12：15 放送中FMゲンキ 79.3MHz

の
員
職
術
技
化
緑み

ど
り
の
つ
ぶ
や
き 

緑
化
推
進
部

☎(

2
9
1)

1
9
1
4

緑
の
相
談
所

☎(

2
9
8)

5
5
7
1

記
念
樹
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
姫
路
市
で
は
人
生
の
節
目
の
お
祝
い
と
し
て
、誕

生・小
学
校
入
学・は
た
ち（
20
歳
）・結
婚・転
入・一

戸
建
住
宅
購
入
の
6
種
類
の
記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。樹
木
は
4
月
下
旬
に
開
催
予
定
の

「
第
51
回
ひ
め
じ
緑
い
ち
」に
て
配
布
し
ま
す
。詳
し

く
は
、「
広
報
ひ
め
じ
」3
月
号
や
、「
ひ
め
じ
の
緑

1
0
6
号
」、姫
路
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
※
小
学
校
入
学
記
念
樹
は
、各
小
学
校
に
て
お
受
け

取
り
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、申
込
み
は
不
要
で
す
。

申
込
期
間
／
3
月
1
日（
土
）〜
3
月
22
日（
土
） 

※
期
間
厳
守

ひ
め
じ
緑
い
ち 

寄
せ
植
え
総
選
挙

【
作
品
募
集
】

　
「
第
51
回
ひ
め
じ
緑
い
ち
」で
あ
な
た
の
寄
せ
植
え
を

飾
り
ま
せ
ん
か
？
屋
外
用
の
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
等
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
寄
せ
植
え
を
作
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

出
展
い
た
だ
い
た
全
作
品
は
、来
場
者
の
人
気
投
票
で

姫
路
市
長
賞
を
は
じ
め
、優
秀
賞

を
決
定
し
ま
す
！

応
募
方
法
等
は
、「
ひ
め
じ
緑
い
ち
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

姫
路
花
銀
行【
会
員
募
集
】

　
姫
路
花
銀
行
は
創
立
か
ら
50
年
を
超
え
る
、姫
路
市

の
中
で
も
歴
史
の
あ
る
ボ
ラ
ン
ティ
ア
団
体
で
す
。

緑
化
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
参
加
や
、市
章
花

壇
な
ど
の
植
栽
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、花
と

み
ど
り
に
関
す
る
研
修
や
情
報
交
換
等
に
よ
り
、会

員
相
互
の
親
睦
と
知
識
お
よ
び
技
術
の
向
上
も

図
っ
て
い
ま
す
。

年
会
費
／
2
，0
0
0
円（
ボ
ラ
ン
ティ
ア
保
険
の

加
入
費
や
連
絡
を
行
う
際
の
郵
送
費
）

問
合
せ
／
姫
路
花
銀
行
事
務
局（
緑
化
推
進
部
内
）

令
和
7
年
度
園
芸
技
術
研
修【
受
講
生
募
集
】

4
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で
の
水
曜
日（
年
間
33
回
程
度
）

各
回
午
前
10
時
か
ら
12
時

　
家
庭
内
の
緑
化
か
ら
地
域
の
緑
化
を
推
進
し
て
い

く
市
民
を
育
成
す
る
園
芸
技
術
研
修
の
令
和
7
年

度
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。植
物
の
育
て
方
、家

庭
菜
園
の
作
り
方
、病
害
虫
の
防
ぎ
方
な
ど一般
的

な
園
芸
に
関
す
る
講
座
を
1
年
間
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

会
場
／
手
柄
山
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

定
員
／
50
名
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
／
1
0
，0
0
0
円（
実
習
材
料
費
含
む
）

対
象
／
姫
路
市
在
住
の
68
歳
以
下
で
、過
去
に
3
年

間
受
講
し
て
い
な
い
方

募
集
締
切
／
2
月
28
日（
金
）

応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ・W
E
B
応
募
フ
ォ
ー
ム

盆
栽
作
品
展

3
月
1
日（
土
）〜
3
日（
月
）9
時
30
分
〜
16
時
30
分

早
春
に
花
を
咲
か
せ
る
盆
栽
や
、長
い
年
月
に
わ

た
っ
て
風
雪
に
耐
え
た
大
木
を
思
わ
せ
る
針
葉
樹

の
盆
栽
な
ど
、大
型
盆
栽
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

場
所
／
手
柄
山
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３
階

協
力
／
日
本
盆
栽
協
会
西
播
支
部

春
蘭
展

3
月
15
日（
土
）〜
3
月
16
日（
日
）9
時
30
分
〜
16
時
30
分

他
の
花
に
先
駆
け
て
、透
き
通
っ
た
艶
の
あ
る
花
び

ら
が
印
象
的
な
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
春
蘭
を
約

1
0
0
点
展
示
し
ま
す
。

場
所
／
手
柄
山
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３
階

協
力
／
播
磨
蘭
友
会

開
所
時
間
／
9
時
〜
17
時（
最
終
入
所
16
時
30
分
）

入
所
料・展
示
会
観
覧
料
／
無
料

所
在
地
／
姫
路
市
西
延
末
4
4
0

展
示
会
場
／
手
柄
山
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン・緑
の
相
談
所

休
所
日
／
火
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

※
手
柄
山
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、緑
の
相
談
所
の
北
隣

園
芸
に
関
す
る
相
談
は　
☎（
2
9
2
）6
8
8
7

バラの剪定と挿し木の仕方
2月2日（日）申込期限 /2月1日（土）

盆栽の育て方・鑑賞の仕方
3月2日（日）申込期限／3月1日（土）

春蘭の育て方
申込期限／3月15日（土）3月16日（日）

花と緑の講習会参加者募集 時間／10時～12時
定員／各30名（先着順）

参加費／無料
場所／手柄山交流ステーション3階（緑の相談所の北隣）
申込み／電話・ハガキ・FAX（298）5565で緑の相談所へ緑の相談所では、展示会に合わせて「花と緑の講習会」を

開催しています。

暖
か
い
地
方
の
海
岸
に
近
い
岩
場
な
ど
に
自

生
し
て
い
ま
す
。花
の
少
な
い
時
期（
11
月
頃
）に

黄
色
い
キ
ク
に
似
た
花
を
次
々
に
咲
か
せ
、初
冬

の
季
語
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
に

似
た
種
は
、風
を
う
ま
く
利
用
し
、遠
く
ま
で
飛

び
よ
く
増
え
ま
す
。日
当
た
り
を
好
み
ま
す
が
日

陰
で
も
育
ち
、古
く
か
ら
和
風
庭
園
に
も
よ
く
植

栽
さ
れ
て
い
ま
す
。葉
に
斑
が
入
っ
た
も
の
な
ど

多
く
の
園
芸
品
種
が
あ
り
ま
す
。

フ
キ
に
似
た
大
き
な
葉
は
厚
く
て
艶
々
と
し
て

い
ま
す
。潮
風
や
強
い
日
差
し
乾
燥
と
い
っ
た
厳

し
い
環
境
に
耐
え
る
た
め
で
す
。「
フ
キ
」と
い
う

名
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、野
菜
の
フ
キ
と
は
同
じ

仲
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

若
い
葉
柄
を
佃
煮
に
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
、本
当
の「
キ
ャ
ラ
ブ
キ
」は
フ
キ
で
は
な
く
ツ

ワ
ブ
キ
で
作
っ
た
も
の
で
す
。

葉
に
抗
菌
作
用
が
あ
り
、腫
れ
も
の
、軽
い
や

け
ど
に
役
立
つ
こ
と
で
昔
か
ら
薬
用
植
物
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
こ
と
ば：よ
み
が
え
る
愛

（
緑
の
相
談
所　
山
田
）

ツ
ワ
ブ
キ
（
石
蕗
）

キ
ク
科
ツ
ワ
ブ
キ
属
の
常
緑
多
年
草

講師/（公財）日本
ばら会認定
インストラクター

冬期に行うバラ
剪定の仕方を実
際に作業しながら
詳しく学びます。

講師 /日本盆栽
協会西播支部会員

盆栽の手入れの
仕方や鑑賞の仕方
について、実演を
交えながら詳しく
学びます。

講師／
播磨蘭友会会員

透き通った花びら
が美しい花を早春
に咲かせる春蘭の
育て方について詳
しく学びます。
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手
柄
山
温
室
植
物
園

☎(

2
9
6)

4
3
0
0

新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト

1
月
2
日（
木
）・1
月
4
日（
土
）

　
入
園
者
へ
先
着
で
各
日
1
0
0
名
様
に
花
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

新
春
洋
ラ
ン
展

1
月
11
日（
土
）〜
1
月
19
日（
日
）

愛
好
家
が
育
て
た
、多
種
多
様
な

洋
ラ
ン
を
1
0
0
種
2
0
0
点
展

示
し
ま
す
。販
売
あ
り
。

展
示
説
明
会
／
期
間
中
の
日
曜
日
11

時（
予
約
不
要
）

協
力
／
姫
路
ラ
ン
会・播
磨
ラ
ン
会

エ
ア
プ
ラ
ン
ツ
と
そ
の
仲
間
展

1
月
25
日（
土
）〜
2
月
16
日（
日
）

エ
ア
プ
ラ
ン
ツ
を
中
心
に
、パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
科
の

植
物
を
約
50
種
1
5
0
点
展
示
し
ま
す
。

販
売
あ
り
。

展
示
説
明
会
／
期
間
中
の
土
曜
日
11
時（
予
約
不
要
）

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展

2
月
22
日（
土
）〜
3
月
9
日（
日
）

原
種
か
ら
最
新
品
種
ま
で
、
色
と

り
ど
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
を

約
30
種
1
5
0
点
展
示
し
ま
す
。

販
売
あ
り
。

展
示
説
明
会
／
期
間
中
の
日
曜
日

11
時（
予
約
不
要
）

県
農
生
の
カ
ト
レ
ア
原
種
展

3
月
22
日（
土
）〜
3
月
30
日（
日
）

兵
庫
県
立
農
業
高
校
の
生
徒
が
バ
イ
オ
技
術
で
栽

培
し
た
カ
ト
レ
ア
や
、愛
好
会
が
育
て
た
カ
ト
レ

ア・イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
、約
1
0
0
点

展
示
し
ま
す
。販
売
あ
り
。

展
示
説
明
会
／
期
間
中
の
日
曜
日
11
時（
予
約
不
要
）

協
力
／
兵
庫
県
立
農
業
高
等
学
校

兵
庫
カ
ト
レ
ア・イ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
ア
愛
好
会

さ
ぎ
草
ふ
れ
あ
い
教
室【
参
加
者
募
集
】　　
　

3
月
13
日（
木
）11
時
〜
12
時

姫
路
市
花「
さ
ぎ
草
」の
球
根
を
植
え
付
け
な
が
ら

育
て
方
を
学
ぶ
ほ
か
、サ
ギ
ソ
ウ
栽
培
温
室
の
見
学

を
し
ま
す
。

対
象
／
ど
な
た
で
も

定
員
／
15
名（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費
／
1
，0
0
0
円（
別
途
入
園
料
が
必
要
）

申
込
み
／
来
園・ハ
ガ
キ・H
P
の
専
用
メ
ー
ル

F
A
X（
2
9
3
）7
2
0
6

必
要
事
項 
／
住
所・氏
名・電
話
番
号

　
　
※
申
し
込
ま
れ
た
方
全
員
に
、開
催
日
約
1
週

間
前
に
通
知
文
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
期
限
／
2
月
20
日（
木
）

ア
ロ
マ
小
物
づ
く
り
体
験・ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

1
月
8
日（
水
）・11
日（
土
）

2
月
12
日（
水
）・22
日（
土
）

3
月
12
日（
水
）・22
日（
土
）

10
時
30
分
〜
15
時
30
分
ま
で
随
時
受
付

ア
ロ
マ
を
使
っ
た
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
や
小

物
づ
く
り
体
験
を
毎
月
開
催（
随
時
受
付
）。

小
物
づ
く
り
は
毎
月
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

参
加
費
／
各
6
0
0
円

協
力
／
ア
ロ
マ
サ
ロ
ン 

り
ぷ
る
す

新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト

1
月
1
日（
水・祝
）

　
入
園
者
、先
着
５
０
０
名
様
に

「
２
０
２
５
年 

好
古
園
暦
」を
進

呈
し
ま
す
。

　
（
元
日
か
ら
5
0
0
名
に
達
し
た

時
点
で
終
了
し
ま
す
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

1
月
25
日（
土
）〜
2
月
9
日（
日
）

　
２
０
２
４
年
度
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
、四
季
折
々
の
好
古
園
の
美
し
さ
を
表

現
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

梅
花
展

2
月
22
日（
土
）〜
3
月
2
日（
日
）

　
様
々
な
品
種
の
梅
の
盆
栽
や
、

深
紅
・
白
な
ど
色
と
り
ど
り
の
梅

が
園
内
の
各
所
で
観
賞
で
き
ま

す
。

い
け
ば
な
展

3
月
18
日（
火
）〜
3
月
23
日（
日
）

　
伝
統
的
な
華
道
か
ら
近
代
的
な
華

道
ま
で
、姫
路
茶
華
道
会
の
力
作

を
展
示
し
ま
す
。

親
子
茶
道
教
室

２
月
１
日（
土
）、２
月
２
日（
日
）

　
茶
道
を
通
じ
て
日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
や
、礼

儀
作
法
、挨
拶
な
ど
、日
常
に
も
通
じ
る
マ
ナ
ー
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

姫
路
城
西
御
屋
敷
跡
庭
園 

好
古
園

☎(

2
8
9)

4
1
2
0

開
園
時
間
／
9
時
〜
17
時（
最
終
入
園
16
時
30
分
）

入
園
料
／
大
人（
18
歳
以
上
）3
1
0
円
、

小
人（
小・中・高
校
生
）1
5
0
円

所
在
地
／
姫
路
市
本
町
68

年
末
年
始
休
園
日
／

12
月
29
日（
日
）・12
月
30
日（
月
）

開
園
時
間
／
9
時
〜
17
時（
最
終
入
園
16
時
30
分
）

入
園
料
／
大
人
2
5
0
円
、

小
人（
6
歳
か
ら
中
学
生
）1
0
0
円

所
在
地
／
姫
路
市
手
柄
93

休
園
日
／
金
曜（
祝
日
の
場
合
は
前
平
日
）

年
末
年
始
休
園
日
／

12
月
29
日（
日
）〜
1
月
1
日（
水・祝
）

展
示
説
明
会
／
予
約
不
要
で
参
加
で
き
ま
す
。

手
柄
山
温
室
植
物
園
内

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス「
花
の
家
」　
☎（
2
9
6
）4
3
0
0

展
示
会
に
合
わ
せ
た
鉢
花
や
季
節
の
草
花
を
販
売
し
て

い
ま
す
。手
柄
山
温
室
植
物
園
の
開
園
時
間
に
、ど
な
た

で
も
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
部

☎(

2
9
3)

1
3
2
1

姫
路
市
在
住
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

「
市
川
良
子
さ
ん
」に
よ
る
陸
上
長
距
離
教
室

キ
ッ
ズ
ア
ス
リ
ー
ト【
参
加
者
募
集
】

世
界
文
化
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
フ
ァ
ン
ラ
ン
参

加
に
向
け
て
、
楽
し
く
完
走
で
き
る
コ
ツ
を
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

親
子
フ
ァ
ン
ラ
ン
、
小
学
生
フ
ァ
ン
ラ
ン

エ
ン
ト
リ
ー
者
以
外
の
方
で
も
、
参
加
で
き
ま
す
。

お
子
様
と
一
緒
に
長
距
離
を
楽
し
く
走
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

2
月
18
日（
火
）

１
回
目　
16
時
〜
17
時

２
回
目　
17
時
〜
18
時

対
象
／
未
就
学
児
と
保
護
者

参
加
費
／
1
回
1
組
2
，0
0
0
円

場
所
／
ウ
イ
ン
ク
陸
上
競
技
場

申
込
み
／
事
前
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
会
館
へ
参
加
費
を

ご
持
参
の
う
え
、お
申
込
み
く
だ
さ
い

受
付
開
始
／
1
月
10
日（
金
）

姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
親
子
フ
ァ
ン
ラ
ン
ら
く
ら
く
対
策
教
室

2
月
5
日（
水
）・12
日（
水
）・19
日（
水
）17
時
〜
18
時

対
象
／
小
学
生

参
加
費
／
3
回
4
，8
0
0
円

申
込
み
／
事
前
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
会
館
へ
参
加
費
を

ご
持
参
の
う
え
、お
申
込
み
く
だ
さ
い

受
付
開
始
／
1
月
10
日（
金
）

小
学
生
の
た
め
の
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
対
策
教
室



５

まち  しん

「みどりの散歩道」  毎週土曜日 17：45～18：00 放送中FMゲンキ 79.3MHz

victorina-vc.jp
ヴィクトリーナ姫路　オフィシャルウェブサイト

今年も

大手前公園の機構ブースでお待ちしております！
世界遺産姫路城マラソン2025 －世界遺産姫路城マラソン祭－世界遺産姫路城マラソン2025 －世界遺産姫路城マラソン祭－

※時間は変更になる
　場合があります

2月22日（土） 10時～17時
2月23日（日・祝） 9時30分～16時

日時

姫路、頂点で咲き誇れ。

01.1101.1101.11 SATSATSAT
13:0013:0013:00 121212 SUNSUNSUN

14:0014:0014:00
ヴィクトリーナ・ウインク体育館ヴィクトリーナ・ウインク体育館ヴィクトリーナ・ウインク体育館

vsvsvs

02.0102.0102.01 SATSATSAT
13:0013:0013:00 020202SUNSUNSUN

14:0014:0014:00
サンアリーナせんだいサンアリーナせんだいサンアリーナせんだい

vsvsvs

03.0103.0103.01SATSATSAT
13:0013:0013:00 020202SUNSUNSUN

14:0014:0014:00
ヴィクトリーナ・ウインク体育館ヴィクトリーナ・ウインク体育館ヴィクトリーナ・ウインク体育館

vsvsvs

03.1503.1503.15 SATSATSAT
13:0013:0013:00 161616 SUNSUNSUN

14:0014:0014:00
ヴィクトリーナ・ウインク体育館ヴィクトリーナ・ウインク体育館ヴィクトリーナ・ウインク体育館

vsvsvs

03.2903.2903.29SATSATSAT
13:0013:0013:00 303030SUNSUNSUN

14:0014:0014:00
ヴィクトリーナ・ウインク体育館ヴィクトリーナ・ウインク体育館ヴィクトリーナ・ウインク体育館

vsvsvs

2025 HOMEGAME

マグネット原寸（55ミリ）

世界遺産姫路城マラソンは、姫路城大天守をバックにフィニッシュする特別感や
姫路市民の“世界遺産級のおもてなし”で有名な姫路が誇る一大イベント！

姫路市まちづくり振興機構も世界中から訪れるランナーの皆様を応援しています。

姫路市まちづくり振興機構は世界遺産姫路城マラソン2025を共催しています。

機構ブースでは、アンケートに答えていただいた方へ
姫路城を背景にスタッフが撮影し、
マグネットにしてプレゼントします！
ランナーは完走タイムを表示できます。



６

姫路市まちづくり振興機構　広報誌  vol.38

月極駐車場
契 約 者 募 集 中 ！

各施設ホームページ・
SNSについて
随時更新！ぜひご覧ください。

10月 26日にプレナスなでしこリーグの全日程
が終了しました。
1部リーグに所属するASハリマアルビオンの
今シーズンは苦難のシーズンでしたが、1部リー
グ残留が決まり、来年度の活躍に期待したいと
思います。
姫路市まちづくり振興機構は、来シーズンも
ASハリマアルビオンを応援いたします！

2024シーズンの写真

ASハリマアルビオン
プレナスなでしこリーグ1部
2024年シーズン終了 ○姫路バイパス高架下

・中地駐車場
月額6,600円
姫路市飯田字正砂62-1

○香呂駅前駐車場
・月額5,000円
　姫路市香寺町香呂212番16
　JR香呂駅前すぐ

・手柄駐車場
月額6,600 円
姫路市手柄堂ノ前198

中地駐車場中地駐車場

香呂駅前駐車場香呂駅前駐車場

詳細は、駐車場管理センター（営業時間：8時45分～ 17時）
☎ 079-281-8338

緑化推進部・
緑の相談所

手柄山温室植物園 好古園 スポーツ振興部

緑化推進部
ホームページ

公式
Youtube

緑の相談所
ホームページ

花と緑のイベント
ホームページ

緑化推進部
緑の相談所
Instagram

ホームページ Instagram スタッフブログ ホームページ Instagram X ホームページ スポーツ教室 総合スポーツ会館
Instagram

広報誌「まちしん」
アンケート

よりよい誌面作りのため、
「まちしん」についての
アンケートを実施して
います。
以下の二次元コードから
ご回答をお願いします。

個人会員（市内に在住か勤務する個人）
：2,000円
法人会員（市内の法人）：1口10,000円以上
その年度の4月1日から、翌年の3月31日まで。
随時、会員を募集中です。
入会をご希望の方は、緑化推進部までお問い
合わせください。
（年度の途中から入会されても年会費は同じ）
TEL :079-291-1914

①季節の「鉢花記念品」を年３回プレゼント！
②姫路城西御屋敷跡庭園好古園の入園券を２枚
プレゼント！
③手柄山温室植物園の入園券を２枚プレゼント！
④手柄山温室植物園「花の家」の５００円お買物券を１枚
プレゼント！
⑤花と緑に親しむ研修視察への参加
※旅費は自己負担
⑥年３回の季節の花苗を配布（法人会員限定）

特 典

会員期間

年会費

申込み

会員
募集
会員
募集

あなたも“みどりの賛助会”の一員となって、
一緒に緑を増やしませんか？



7
2024年12月20日発行※市外局番は記述がない限り「079」です。

（一財）姫路市まちづくり振興機構は、姫路市の外郭団体として、市の各施設の管理運営や各種イベントの開催を行っています。 

Vol.38
姫路市飾磨区三宅一丁目196番地　Tel 221-2903　Fax 221-2908
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●ス 小学生のための
姫路城マラソン対策教室

●ス 小学生のための
姫路城マラソン対策教室

●ス 姫路城マラソン親子ファンラン
らくらく対策教室

●ス 小学生のための
姫路城マラソン対策教室

2025年 まちしんイベント
●相 …緑の相談所　●緑 …緑化推進部　●植 …手柄山温室植物園　●好 …好古園　●ス …スポーツ振興部

※事前に申込みが必要なイベントがあります

●植 新春プレゼント（先着100名）

●植 新春プレゼント（先着100名）

●植 アロマイベント（随時受付）

●植 アロマイベント（随時受付）

盆栽の育て方講習

エアプランツ

●植 さぎ草ふれあい教室

●植 新春洋ラン展～1/19（日）
アロマイベント（随時受付）

●植 アロマイベント（随時受付）

●植クリスマスローズ展～3/9（日）
●植 アロマイベント（随時受付） ●植 県農生のカトレア原種展～3/30（日）

●植 アロマイベント（随時受付）

●植 エアプランツとその仲間展～2/16（日）

●

●相 盆栽作品展～3/3（月）
●相 盆栽の育て方・鑑賞の仕方

●相 春蘭展～3/16（日）

●相 令和7年度園芸技術研修申込み締切

●相 春蘭の育て方

●相 バラの剪定と挿し木の仕方
●好 新春プレゼント（先着500名） ●好 親子茶道教室～2/2（日）

●好 梅花展～3/2（日）

●好 いけばな展～3/23（日）

世界遺産姫路城マラソン祭

世界遺産姫路城マラソン2025

●好 フォトコンテスト入賞作品展～2/9（日）

●緑 記念樹プレゼント申込み～3/22（土）
1月 3月2月


